
令和 6 年度 富州原複合型サービスセンター「サービス評価」 総括表 

出席者 
＊サービス評価委員：石田様     ＊市町村職員：杉村様、大西様    ＊地域住民：西岡様、水谷様、伊藤様  

＊北地域包括支援センター：中嶋様  ＊在宅介護支援センター：安田様   ＊事業所職員：野島、田原 

項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

A 
 
事 
業 
所 
自 
己 
評 
価 
の 
確 
認 

●事業所のスタ
ッフ全員で自己
評価に取り組ん
だか 
●自己評価にス
タッフの意見が
反映されている
か 
●改善計画は具
体的か 

●更に情報共有
の効率化を図り
「報･連･相」を
徹底する。 
●個別目標を設
定しその達成に
向けて取り組
む。 
●新しくセンタ
ー理念として
「自分らしくか
らその人らしさ
へ」を念頭に、
チームとして助
け合いながら支
援を行ってい
く。 

●自己評価は全員
取り組んでいる。
今年度は3分の一の
スタッフが入れ替
わり、個人評価は
なんとかできてい
るスタッフが8割方
はしめているが、
スタッフ同士での
繋がりについて
は、心理安全性が
低いことでモチベ
ーションの低下や
コミュニケーショ
ン不足が生じてお
り、チームとして
の機能が発揮でき
ていないところも
感じられた。 
●心理安全性の高
い職場への改善、
チームとしての機
能が発揮できる体
制作りが課題とな
っている。 

●事業所としてス
タッフは自己評価
されています。 
●スタッフ同士の
連携などコミュニ
ケーション取りな
がら個々の技量の
アップを図ってい
ます。 
●何でも話せる様
な事業所(職場)に
成っていると思い
ます。 

●事業所という組織において、介護看護に従事する

方が、職務において利用者を守るためには、職員同

士の信頼感が大きな影響を与えます。これを醸成す

ることは、職員の方の働く環境の改善にもつながり

ます。自己評価にもあるようなチーム・組織として

の対応力の向上に向けた取り組みを期待します。(杉

村) 

●スタッフの入れ替わりが多く、人事面で厳しい状

況であることを前提で自己評価お確認した。例年同

様に「あまりできていない」項目が、大きな事故な

どにつながらないよう予防に努めてほしい。(大西) 

●スタッフ全員が同じ方向にむかって行動するこ

とによって機能が発揮できると思います。(西岡) 

●初期支援のよくできているとできているの 2 項目

合計比率が昨年と比べると 42％から 57％に向上し

ている。「～したい」の項目についても向上してい

る。スタッフの皆さんが意欲的に取り組んでいるこ

とが理解できました。(水谷) 

●日常のコミュニケーションの充実をはかり、スタ

ッフ全員情報の共有をはかり、うっかりミス、イン

シデントの発生させない職場環境作り、機能発揮で

きる職場、体制作りが重要。(伊藤) 

●各スタッフの自己評価をまとめ、ミーティング

で、全体の評価として総評とする流れが適切に運

用されていると感じる。スタッフが 3 分の 1 入れ

替わったとのことで、業務の引継や相互の信頼関

係、役割分担が同時に見直され、積み重ねていく

段階であろうと推察し、心理的安全性が高まるこ

とを期待したい。(中嶋) 

●自己評価が全体的に低いように感じますが、スタ

ッフ入れ替えがあり個別に抱える戸惑いがあるの

かと思いました。戸惑いや不安に対して丁寧にコミ

ュニケーションをとりそれぞれが活躍して頂きた

いと感じます。(安田) 

 

●前年度の自己評
価をもとに個別目
標を定め、知識・技
術の向上に努める。 
●心理安全性の高い
職場への改善、チー
ムとしての機能が発
揮できる体制作りを
行う。 



令和 6 年度 富州原複合型サービスセンター「サービス評価」 総括表 

出席者 
＊サービス評価委員：石田様     ＊市町村職員：杉村様、大西様    ＊地域住民：西岡様、水谷様、伊藤様  

＊北地域包括支援センター：中嶋様  ＊在宅介護支援センター：安田様   ＊事業所職員：野島、田原 

項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

Ｂ 
 
事 
業 
所 
の 
し 
つ 
ら 
え 
・ 
環 
境 

 

●家族や地域の
方が、事業所に
入りやすい工夫
がされているか  
●事業所内・外
に不快な音・臭
いはなく居心地
の良い空間か  
●日中、事業所
の門・玄関に鍵
はかかっていな
いか 
 

●利用日が心待
ちになるような
活動や空間作り
を行い、笑顔が
増える日を多く
作る。（継続） 
●危険個所や安
全確認は常に行
い、利用者様が
安心して過ごせ
るよう気を配
る。 
（継続） 

●イベントについ
ては室内装飾や事
前の周知で楽しめ
るようにしたり、
日々の過ごし方に
ついては個別対応
を心がけ過ごして
もらえるようにし
た。 
●適時、危険個所
や安全確認は行っ
ているが、特に問
題となるような事
はなかった。 

●イベントなどの
室内装飾はよくで
きています。 
●行事 (おやつ作
り、誕生日会、クリ
スマス会等)も多く
利用者の方々も楽
しんで参加されま
す。 
●利用者の安全安
心が大事なので、ス
タッフの連携・気配
りをお願いします。 

●利用者の方がホッとできる、精神的なよりど
ころとなれるような雰囲気があり、アットホー
ムな環境だと思います。(杉村) 
●利用者とご家族のアンケートを拝見させて
いただいても、事業所のしつらえ・環境として
特に問題ないと思われる。(大西) 
●家族との関連を密にして、家族参加の方のイ
ベントを少しでも多く行なうと良いと思う。
(西岡) 
●イベントについては、複合通信の画像から利
用日が心まちになっている活動や空間になっ
ていると思います。敬老会の会場はよく出来て
いると思いました。またボランティアの方のピ
アノやバイオリンも良かったです。 
●利用者の気持ちを理解し、利用者の期待に応
えられるように、対応等心がけて、事故等発生
しない環境を。(伊藤) 
●家族や地域の方が気軽に入りやすいかどう
かについては、コロナが 5 類になったとはい
え、感染対策が継続されている中、貴施設内の
感染状況に応じて、出入りされていると思う。 
利用者にとって居心地が良いかどうかについ
て、感染対策を継続されている事、季節を感じ
る事ができるように室内装飾等を行われてい
ることが評価できる。 
利用者さんの生活環境として、不快な音や臭い
はない。玄関等の管理方法は、利用者様の安全
確保を踏まえた管理方法がなされていると考
える。(中嶋) 
●掲示物の素晴らしさはとても好印象を受け
ます。玄関や外から見てもらえる場所などへの
アピールにつながり、隣の利用者やケアマネさ
んなどに興味をもっていただけると良いです
ね。(安田) 
 

●利用日が心待ちに
なるような活動や空
間作りを行い、笑顔
が増える日を多く作
る。（継続） 
●危険個所や安全確
認は常に行い、利用
者様が安心して過ご
せるよう気を配る。 
（継続） 
 



令和 6 年度 富州原複合型サービスセンター「サービス評価」 総括表 

出席者 
＊サービス評価委員：石田様     ＊市町村職員：杉村様、大西様    ＊地域住民：西岡様、水谷様、伊藤様  

＊北地域包括支援センター：中嶋様  ＊在宅介護支援センター：安田様   ＊事業所職員：野島、田原 

項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

Ｃ 
 
事 
業 
所 
と 
地 
域 
の 
か 
か 
わ 
り 
 

●職員の挨拶・
態度などはきち
んとしているか 
●事業所は、地
域の方に知られ
ているか 
●事業所のスタ
ッフは地域の行
事やイベントに
参加しているか 
 

●地域行事やイ
ベントへの参加
や協力を行う。
（継続） 
●地域の方と関
われる企画を検
討し交流をはか
る。 

●今年度も夏祭り
へ救護班として協
力、文化祭や防災
訓練への参加は行
った。 
●四九の市で買い
物に出かけたり、
近所の公園へ散策
に出かけたりする
事はできたが、も
っとたくさんの地
域の方と交流でき
るような企画を考
え実行していきた
いと思う。 

●富洲原文化祭な
どに、利用者の方々
の制作品を展示し
て地域の皆様に見
て頂く事ができた。 
●近くの公園や、イ
オン四日市北など
への探索で皆さん
元気です。 
●地域でのイベン
トなどに、多く参画
する事でスタッフ
は大変ですが、利用
者は大変楽しんで
います。 

●地域の行事、とりわけ防災訓練に参加するこ
とは、地域特性を鑑みても重要な事ですので、
引き続き継続して取り組んでいただきますよ
うお願いします。(杉村) 
●文化祭や総合防災訓練に参加していただい
ており、特に文化祭への参加の折には、利用者
の方々の喜んでいる様子が伺えた。併せて、ス
タッフの方々のご苦労も垣間見ることができ
た。(大西) 
●介護が必要な利用者の方を地域行事に参加
させるのは困難かと思いますが、可能であれば
家族の協力を得て参加するのもひとつの方法
かと思います。(西岡) 
●地域とよくかかわっていただいたと思いま
す。海浜緑地の運動会も良かったのではないで
しょうか。文化祭の展示スペースについては、
地区社協によく伝えます。(水谷) 
●富洲原地区のイベントに参加し、利用者の
方々の気分転換がはかられている。地域のイベ
ント事業等に参加して下さい。(伊藤) 
●スタッフの方々の接遇は、丁寧で、感じ良い。 
地域の方に貴施設について周知されているか
どうかは、文化祭や防災訓練の参加をされてい
ることから、一定のレベルで浸透していると考
える。 
四九の市、公園への散策など外出する機会があ
り、コロナ対策を考えながら拡大できるとよい
と思う。(中嶋) 
●祭、文化祭など地域行事へ参加を通し、より
地域との関わりを強くして頂きたいと思いま
す。(安田) 
 
 
 
 

●地域行事やイベン
トへの参加や協力を
行う。（継続） 
●地域の方と関われ
る企画を検討し交流
をはかる。(継続) 
●事業所のメリッ
トを生かした取り
組みを考える。 



令和 6 年度 富州原複合型サービスセンター「サービス評価」 総括表 

出席者 
＊サービス評価委員：石田様     ＊市町村職員：杉村様、大西様    ＊地域住民：西岡様、水谷様、伊藤様  

＊北地域包括支援センター：中嶋様  ＊在宅介護支援センター：安田様   ＊事業所職員：野島、田原 

項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

Ｄ 
 
地 
域 
に 
出 
向 
い 
て 
本 
人 
の 
暮 
ら 
し 
を 
支 
え 
る 
取 
り 
組 
み 
 

●利用者を事業
所の中だけに閉
じ込めていない
か 
●利用者は地域
の行事やイベン
トに参加してい
るか 
●利用者以外の
近所の方などへ
も事業所は関わ
っているか 
 

●利用者の住ん
でいる地域をも
っと知るため、
事業所周辺の
Map作成を行い
支援につなげ
る。 

●頂いた資料か
ら、事業所周辺の
情報が把握できて
きた。支援に繋が
るまではできてい
ないが、利用者さ
んは思い出をたど
ったり、懐かしさ
を感じたり、とて
も興味を持たれて
いる。Mapを参考
に外出の機会を作
っていこうと思
う。 

●訪問看護などで、デ
イサービスに来られ
ない人達の福祉の支
えになっている。 
●利用者が住いする
地域を知る事で、利用
者さんとのコミュニ
ケーションが取りや
すくなる。 
●地域内の人々も事
業所を認識してもら
う事が増加する。 

●事業所周辺の MAP 作成について、町歩き
をしてみたくなるような良いアイデアだと
思います。利用者が地域の中で生活するにあ
たって重要な取り組みだと思いますので、活
用の幅を広げて頂きたいと思います。(杉村) 
●地域に出向いている報告は受けている。今
後も利用者が地域に出向くにあたり、地域の
情報が必要ならば提供させていただくので
声掛けしてもらえれば良い。(大西) 
●いろんな方面の地域マップを利用して思
い出話しを語り合うのもいいことと思いま
す。(西岡) 
●利用者の範囲がこれだけ広がっていると、
各地区の情報収集の範囲も広がりますね。参
考までに「とみたふれあいまっぷ」送ります。
松原地区、天カ須賀地区の利用者がゼロとい
う数字が続いているのが気になります。 
(水谷) 
●利用者の思い出の地へ出向き地域の方々
との交流をはかって下さい。(伊藤) 
●外出イベントを実施されていることが評
価できると考える。 
利用者さんの住み慣れた地域をもっと知る
ため、MAP 作成に取り組まれたことが、受け
でなく、貴センターから地域をしろうとする
姿勢が評価できると考え、利用者さんの思い
出をたどったりされていることが評価でき
ると考える。(中嶋) 
●初詣・花見・公園でのイベントの写真から
は昔の姿が思い浮かぶほど、それぞれがイキ
イキとされている姿がとても素晴らしかっ
た。大変なご苦労があると思いますが、続け
て頂きたいと思います。(安田) 
 
 

●事業所や利用者の
自宅周辺の情報か
ら、個別計画に盛り
込める支援が立てれ
るよう工夫する。 



令和 6 年度 富州原複合型サービスセンター「サービス評価」 総括表 

出席者 
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項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

Ｅ 
 
運 
営 
推 
進 
会 
議 
を 
活 
か 
し 
た 
取 
り 
組 
み 
 

 

●事業所の取り
組みが分かりや
すく説明されて
いるか 
●地域の心配な
方などの事例検
討が行われてい
るか 
●運営推進会議
で出た意見を改
善につなげてい
るか 
 

●事業所の様子
については、映
像やチラシなど
で紹介し理解し
てもらう。 
●運営に反映で
きるようなご意
見を頂けるよう
会議を進行して
いく。 

●今年度は複合通
信で事業所の様子
を紹介したり、イ
ベントへ来て頂き
実際の様子を見て
いただく機会を作
った。こういう機
会をもっと増やし
ていこうと思う。 
●今年度はハラス
メントや虐待など
相談しご意見を頂
くことができた。 
●事故防止につい
て、再発防止のた
めの具体策を厳し
く指導して頂いた
ことは、今後の運
営に反映できる機
会となり大変感謝
している。 

●運営推進会議
は、大変良く説明
をして頂き分かり
易いです。 
●小さなヒヤリハ
ットを、スタッフ
全員で問題意識を
持ち取り除く事が
必要です。 
●夜間での引継ぎ
は、確実に書面で
行う (チェックリ
ストがあればそれ
を見て行う) 

●地域の目が入ることは、非常に重要なこと
だと思います。そこで頂く意見がより良質な
サービス提供にもつながりますので、引き続
き地域にオープンな運営をお願いします。
(杉村) 
●通信や映像をとおしての報告によって、日
頃の様子は理解しやすかった。ただ、事故の
予防に関して厳しい意見も出ており、その会
議での意見も踏まえて、運営改善が図られて
いるものと思っている。(大西) 
●事業所以外他方面の方の意見を取り入れ
るのは今後の運営に生かせると思います。
(西岡) 
●事故防止について、再発防止のための厳し
い意見が続いているが、めげずに取り組んで
いただきたい。確率的にこのくらいの比率で
は発生すると考えたら前に進めない。対策の
立案を諦めたらおわりです。我々も会議に参
加している意味がない。(水谷) 
●運営委員会の方々は、他業種で仕事をされ
てきた方々で、他業種で実行されていること
で、サービスセンターで活用できることを利
用して下さい。(伊藤) 
●広報誌やイベントにて実際を知ってもらう
取組をされていることが評価できる。 
貴施設における困っていること、課題を運営推
進会議にて、各出席者から意見を求め、受け止
め改善に向け取り組まれていることが評価で
きると考える。(中嶋) 
●繰り返し起こる薬に関するミスには心配
や不安を感じていましたが、「決めた事を実
行する」事の大切さに真摯に向き合い、未然
に誰かが気づく事ができる体制につながっ
て良かったと感じました。根気よく事故防止
に取り組まれたと感じます。(安田) 

●事業所の取り組み
や事業所が抱える問
題など、事業所の実
情に合わせた意見交
換を行い、運営に反
映できるよう会議を
進行していく。 
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出席者 
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項目 内容 前回の改善計画 事業所意見 サービス評価委員 地域意見 今回の改善計画 

Ｆ 
 
事 
業 
所 
の 
防 
災 
・ 
災 
害 
対 
策 
 
 

●事業所は、地
域の防災訓練に
参加しているか 
●事業所の防災
計画・防災訓練
の内容は把握で
きているか 
●災害時、事業
所は頼りになる
か 
 

●地域の防災訓
練への参加や各
諸団体との連携
について確認を
しておく。 
●BCPの運用を
イメージした机
上訓練を行い職
員への周知や必
要な見直しを行
う。 

●今年度も地域防
災訓練には参加し
ている。来年も継
続する。 
●災害発生時の訓
練は3月予定。今後
は定期的に訓練
し、その都度見直
しを行い運用がで
きるようにしてお
く。 

●地域での防災訓練
には参加されていま
す。 
●事業所独自での避
難訓練や避難所まで
の距離や避難通路を
マニュアル化してス
タッフ全員で共有す
ることが大切です。 
●防災マニュアルを
作成して、利用者さ
んと共に避難訓練を
お願いします。 

●地域の防災訓練及び事業所としての災害
時の訓練について、引き続き継続的・定期的
に実施していただきますようお願いします。
また実施に当たっては、高潮・津波が想定さ
れる地域特性をふまえて頂きますようお願
いします。(杉村) 
●昨年度に引き続き、地域での防災訓練に
ご参加いただいているが、市民センターか
らの地域での防災・災害対策における情報
提供は可能である。(大西) 
●当地区には幸いにも大きな災害もなくひ
と安心であるが、防災センターのお話を聞
く機会があればより安心かと思います。 
(西岡) 
●特に意見はありません。(水谷) 
●地域の防災訓練にも参加し、職場にあっ
た防災計画を作り、定期的訓練を実施して
下さい。(伊藤) 
●地域防災訓練に参加することで、地域の動
きと貴施設のことを知ってもらう機会にな
っていると感じる。 
訓練を重ねることで、その都度課題が発見で
き、対策につながると考える。(中嶋) 
●災害の情報を目にする事が増えていま
す。富洲原地区は海の近さから今も不安は
多いと思います。ハザードマップを活用し
職員の知識を高め３月の訓練などで得た情
報を共有していただきたいです。(安田) 
 
 
 
 
 
 
 
 

●地域の防災訓練へ
の参加や各諸団体と
の連携について確認
をしておく。(継続) 
●地域の特性に応じ
た訓練の実施を行
う。 
 

 


